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図 3: 受容体の密度極性を持つ細胞と基質細胞の軌道. 二つのパネルはそれぞれ (a) 密度極性がある場合 (γP
= 1.0), (b) 密度極性がない場合 (γP = 0) の結果である. 赤の実線は受容細胞の軌道, 黒の点線が基質細胞の
一つの軌道を表す.

4 まとめと議論
本研究で受容体の密度極性が組織内での細胞の拡

散能を高め, 基質との相対運動を引き起こすことが

示された. この現象は, たとえば血管新生を考える

とインテグリンがリガンド受容体として働き受容細

胞の基質に対する相対運動を誘導していることに対

応する. もし現実でインテグリン密度に極性があれ

ば, この効果は血管新生での細胞の運動を助けてい

る可能性がある.

現状ではそのような密度極性の観察はない. 今後,

実験的観測手段が発展することでそのような極性が

発見される可能性は大いにある. 実際, 比較的観察

の容易な細胞性粘菌では細胞間接着の極性が知られ

ており [8], その極性が発生過程で見られる様々な細

胞運動を制御していることが知られている [9]. この

ような極性による運動シナリオは現実的にありうる

ものである.
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